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北身協理事の皆さん

北北
身身
協協

五五
月月
十十
四四
日日
のの
総総
会会
でで

平平
成成
二二
十十
一一
年年
度度
のの
事事
業業
計計
画画
及及
びび
予予
算算
をを
決決
定定

社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会（
赤
坂
勝
会
長
・
加
盟
団
体
五

十
一
団
体
）は
、五
月
十
四
日（
木
）札
幌
市
内
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
か

で
る
２
・
７
）で
通
常
総
会
を
開
き
、平
成
二
十
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、平
成
二
十
一

年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
等
を
審
議
し
、原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

ま
た
、
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

議
事
に
先
立
ち
協
会
物
故
者
に
対

し
、
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
。

次
に
、
開
会
に
当
た
っ
て
赤
坂
会

長
か
ら
「
去
年
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
で
世
界
が
大
恐
慌
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ

り
弱
い
者

が
よ
り
厳

し
い
状
況

に
陥
っ
て

い
る
。
障

害
者
自
立
支
援
法
も
、
三
年
目
の
見

直
し
で
、
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る

が
、
障
が
い
者
に
と
っ
て
、
ま
だ
ま

だ
平
等
な
世
の
中
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
昨
年
、
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車

標
識
問
題
で
わ
ず
か
一
年
半
で
十
万

を
超
え
る
署
名
を
集
め
、
道
議
会
に

請
願
し
、
五
級
ま
で
を
交
付
対
象
と

す
る
と
い
う
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
。

団
結
し
て
い
く
こ
と
が
世
の
中
を
変

え
て
い
く
こ
と
を
実
感
し
た
一
年
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
昨
年
は
外
部
監
査

や
職
員
の
削
減
で
事
務
局
も
大
変
だ
っ

た
。
皆
で
し
っ
か
り
と
総
括
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。

次
に
、
来
賓
と
し
て
出
席
い
た
だ

い
た
道
の

條
野
昌
和

（
じ
ょ
う

の

ま
さ

か
ず
）
障

が
い
者
保

健
福
祉
課
長
か
ら
「
こ
の
三
月
に
は

北
海
道
障
が
い
者
条
例
が
、
道
議
会

の
全
会
派
一
致
で
可
決
成
立
し
た
。

現
在
、
こ
の
条
例
の
本
格
実
施
を

来
年
四
月
を
目
処
に
準
備
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
自
立
支
援
法
の
見
直

し
法
案
が
国
会
に
提
案
さ
れ
て
い
る
。

ま
だ
審
議
に
入
っ
て
い
な
い
が
利
用

者
負
担
の
見
直
し
、
障
害
者
の
範
囲

や
程
度
区
分
の
見
直
し
な
ど
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
道
と
し
て
は
、
こ
う

し
た
国
の
動
き
な
ど
を
把
握
し
な
が

ら
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
お

気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
提
案
を
い
た

だ
き
た
い
。」

と
挨
拶
が

あ
っ
た
。

ま
た
、

日
身
連
北

海
道
・
東
北
収
益
事
業
所
鈴
木
諭

（
す
ず
き

さ
と
し
）所
長
か
ら「
収

益
事
業
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
が
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
昨
年

度
は
、
若
干
、
売
上
げ
額
が
伸
び
た
。

引

き

続

き
、
皆
様

方
の
方
か

ら
地
域
の

住
民
の
方

に
Ｐ
Ｒ
す

る
な
ど
、

収
益
事
業

に
協
力
を

い
た
だ
き

た
い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

次
に
、議
長
団
の
選
出
が
行
わ
れ
、

江
別
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
八
木

橋
秀
幸
（
や
ぎ
は
し

ひ
で
ゆ
き
）

会
長
と
名
寄
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

の
木
村
喜
代
志
（
き
む
ら

き
よ

し
）
会
長
を
選
出
し
た
。

議
事
録
署
名
人
に
は
、
上
川
支
庁

地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
小
林

忠
義
（
こ
ば
や
し

た
だ
よ
し
）
会

長
と
砂
川
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の

工
藤
公
人
（
く
ど
う

き
ん
ど
）
会

長
が
指
名
さ
れ
た
。

【
報
告
事
項
】

▼
平
成
二
十
年
度
事
業
報
告
・
収
支

決
算
報
告
及
び
監
査
報
告

和
田
真
一
常
務
理
事
・
事
務
局

長
か
ら
平
成
二
十
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
報
告
を
行
っ
た
後
、
左

京
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
行
わ
れ

た
。次

に
、
加
盟
団
体
事
務
担
当
者

会
議
の
内
容
、
会
費
徴
収
の
会
員

数
の
是
正
、
相
談
員
の
七
十
歳
定

年
、
一
般
会
計
か
ら
他
会
計
へ
の

繰
出
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答

を
経
て
採
決
し
た
結
果
、
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。

【
審
議
事
項
】

▼
平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画（
案
）

と
収
支
予
算（
案
）

和
田
常
務

理
事
・
事
務

局
長
か
ら
平

成
二
十
一
年

度
事
業
計
画

（
案
）
と
収

支

予

算

（
案
）
（
一

般
会
計
・
特

別
会
計
）
の

説
明
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
質
疑

応
答
等
を
経
て
採
決
し
た
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

【
事
業
計
画
案
の
概
要
】

一

協
会
の
適
切
な
運
営

二

第
五
十
八
回
全
道
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
夕
張
大
会
の
開
催

三

組
織
強
化
活
動

①
組
織
検
討
委
員
会
の
開
催

②
加
盟
団
体
事
務
担
当
者
会
議
の

開
催

四

自
主
財
源
の
確
保

五

啓
発
・
広
報
と
組
織
活
動

六

他
組
織
と
の
相
互
協
力
・
連
携

七

要
約
筆
記
奉
仕
員
研
究
会
議
並

び
に
要
約
筆
記
技
術
研
修
事
業
の

実
施
（
新
）
―
「
要
約
筆
記
通
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
は
ま
な
す
」

の
協
力
を
得
て
、
指
導
者
を
要
約

筆
記
サ
ー
ク
ル
に
派
遣
（
三
地
域

で
実
施
）

八

情
報
通
信
技
術
講
習
会
開
催
事

業
の
実
施

九

障
が
い
者
の
職
場
開
拓
・
雇
用

の
促
進

十

北
海
道
障
害
者
社
会
参
加
推
進

セ
ン
タ
ー
の
運
営

十
一
奨
学
金
事
業
の
推
進
「
奨
学
金

管
理
運
営
委
員
会
」
に
よ
る
運
営

①
道
新
コ
ス
モ
ス
奨
学
金（
継
続
）

②
明
星
奨
学
金
と
ろ
う
あ
者
奨
学
金

（
奨
学
生
枠
を
拡
大
）

十
二
福
祉
機
器
の
開
発
・
研
究
・
普

及
等
援
助
基
金
の
運
営

十
三
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加

【
一
般
会
計
の
収
支
予
算
案
の
概
要
】

（
一
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

一

収
入
の
部

会
費
収
入

二
八
七
万
円

道
補
助
金（
※
）
二
、一
六
三
万
円

委
託
費
収
入

一
、一
三
一
万
円

事
業
配
分
金

一
〇
〇
万
円

広
告
料

六
〇
万
円

雑
収
入

九
万
円

他
会
計
繰
入
金

〇
万
円

当
期
収
入
合
計

三
、七
五
〇
万
円

前
期
繰
越
収
入
差
額
一
二
一
万
円

収
入
合
計

三
、八
七
二
万
円

二

支
出
の
部

事
務
費

八
九
一
万
円

会
議
費

六
七
万
円

セ
ン
タ
ー
運
営
費

六
六
九
万
円

事
業
費（
※
）

一
、二
八
四
万
円

委
託
事
業
費

九
五
五
万
円

予
備
費

七
万
円

支
出
合
計

三
、八
七
二
万
円

※
小
規
模
作
業
所
緊
急
支
援
事
業
補

助
金
六
六
〇
万
円
を
含
む
。

▼
会
員
加
入
促
進
活
動

昨
年
度
、
積
極
的
に
取
組
ん
だ
空

知
支
庁
地
区
と
十
勝
地
区
の
協
会
か

ら
発
表
し
て
も
ら
い
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
で
積
極
的
に

取
組
む
こ
と
と
し
た
。

▼
今
後
の
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

事
務
局
か
ら
資
金
、
準
備
の
関
係

か
ら
、
今
後
は
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
を
行

な
っ
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
提
案
を

行
い
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

▼
役
員
改
選

役
員
改
選
に
当
た
り
理
事
一
名
を

増
や
し
十
三
名
と
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
後
、
現
監
事
二
名
が
再
任
さ

れ
た
。
次

に
、
選
考

委
員
三
名

に
よ
る
選

考
委
員
会

が
開
催
さ

れ
理
事
十

三
名
が
選

出
さ
れ
た
。

新
役
員

は
次
の
と
お
り
。

会

長＝

赤
坂

勝（
小
樽
）

副

会

長＝

政
田
一
美（
室
蘭
）

瀧
山
征
治（
釧
路
）

常
務
理
事＝

和
田
真
一（
事
務
局
）

理

事＝

岩
波
勝
二（
函
館
市
）

佐
藤
芳
太
郎（
北
見
）

篠
山
准
子（
宗
谷
支
庁
）

堂
前
文
男（
胆
振
支
庁
）

山
本
克
光（
道
視
連
）

中
西
昭
夫（
中
失
協
）

新
任
理
事＝

阿
部
利
雄（
帯
広
）

稲
垣
則
子（
旭
川
）

沢
田
秀
雄（
空
知
支
庁
）

監

事＝

佐
京
信
二（
滝
川
）

大
矢
郁
子（
美
唄
）

な
お
、
今
回
、
荒
川
繁
雄
副
会
長

（
旭
川
）
が
役
員
を
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
期
間
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

▼
そ
の
他

第
五
十
八
回
全
道
福
祉
大
会
（
夕

張
市
）
や
第
五
十
九
回
全
道
福
祉
大

会
（
帯
広
市
）
の
開
催
に
向
け
て
意

見
交
換
。

最
後
に
議
長
団
の
退
任
挨
拶
を

も
っ
て
総
会
が
閉
会
し
た
。

北北
身身
協協

平平
成成
二二
十十
一一
年年
度度

第第
一一
回回
理理
事事
会会
をを
開開
催催

北
身
協
の
平
成
二
十
一
年
度
の
第

一
回
理
事
会
が
、
五
月
十
三
日
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
札
幌
市
内
の
道
民

活
動
セ
ン
タ
ー
（
か
で
る
２
・
７
）

で
開
催
さ
れ
た
。
理
事
会
で
は
、
平

成
二
十
一
年
度
通
常
総
会
に
付
議
す

る
議
案
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
、
原
案
ど
お
り
決
議
し
た
。

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行
会員購読料（年）９０円

（会費に含む）
非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

守

出席された各加盟団体の皆さん

赤坂 勝会長

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

鈴木 諭所長

議長団の八木橋秀幸議長

條野昌和課長

議長団の木村喜代志議長

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

（平成２１年５月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第６６２号）（１）
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障
が
い
者
の
権
利
擁
護
と

暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
推
進
条
例
が
公
布
さ
れ
る

〜
差
別
・
虐
待
の
な
い
暮
ら
し
や
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
〜

三
月
二
十
七
日
、「
北
海
道
障
が

い
者
及
び
障
が
い
児
の
権
利
擁
護
並

び
に
障
が
い
者
及
び
障
が
い
児
が
暮

ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
推
進
に

関
す
る
条
例
」
が
北
海
道
議
会
で
全

会
派
一
致
で
成
立
し
、
三
月
三
十
一

日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例

は
、
こ
の
間
、
障
害
者
の
運
動
を
受

け
て
自
民
党
や
民
主
党
の
超
党
派
で

障
害
者
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
行
っ
て
協
議

を
重
ね
、
議
員
立
法
と
し
て
条
例
案

が
提
出
さ
れ
成
立
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
条
例
は
規
則
で
定
め
る
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
、
道
で

は
、
本
年
度
を
本
格
施
行
に
向
け
た

準
備
期
間
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
条
例
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
条
例
の
概
要
】

▼
目
的
等

障
が
い
者
の
権
利
擁
護

と
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
目
的
を
明
記
す
る
ほ

か
、
基
本
理
念
、
道
の
責
務
、
道

と
市
町
村
の
連
携
、
道
民
等
の
役

割
、
情
報
の
提
供
、
道
の
財
政
上

の
措
置
を
規
定
。

▼
基
本
的
施
策

障
が
い
者
を
支
え

る
基
本
的
施
策
等
と
し
て
、
道
民

の
理
解
の
促
進
、
企
業
等
の
取
組

の
支
援
、
移
動
手
段
の
確
保
、
教

育
と
の
連
携
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

を
通
し
た
支
援
、
共
生
型
事
業
の

推
進
、
地
域
間
格
差
の
是
正
な
ど

を
規
定
。

▼
障
が
い
者
の
権
利
擁
護

道
及
び

道
民
等
は
地
域
で
暮
ら
す
障
害
者

の
権
利
擁
護
に
配
慮
す
る
こ
と
の

ほ
か
、
障
が
い
者
の
生
活
の
場
等

に
お
い
て
差
別
や
不
利
益
な
取
扱

い
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
ま

た
、
何
人
も
障
が
い
者
に
対
す
る

虐
待
の
禁
止
を
規
定
。

▼
障
が
い
者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り

障
が
い
者
が
暮
ら
し
や

す
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
道
が
策
定

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
く
市
町
村
の
取
組
に

対
し
助
言
等
を
行
う
支
援
員
の
配

置
な
ど
を
規
定
。

【
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
事
項
】

相
談
支
援
体
制
の
確
保
、
地
域
自
立
支
援

協
議
会
の
設
置
・
運
営
、
地
域
マ
ッ
プ
、
地

域
住
民
に
よ
る
支
援
体
制
の
確
保
、
地
域
に

よ
る
就
労
支
援
、
市
町
村
が
設
置
す
る
調
整

委
員
会
な
ど
。

▼
障
が
い
者
に
対
す
る
就
労
支
援

道
に
よ
る
就
労
支
援
推
進
計
画

の
策
定
、
就
労
支
援
企
業
の
「
認

証
」
制
度
、
就
労
支
援
に
関
す
る

「
指
定
法
人
」
制
度
、
北
海
道
就

労
支
援
推
進
委
員
会
の
設
置
、
道

に
よ
る
調
達
等
へ
の
配
慮
を
規

定
。

▼
障
が
い
者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
委
員
会

規
則
で
定
め
る

圏
域
ご
と
に
委
員
会
を
設
置
し
、

地
域
づ
く
り
推
進
員
を
置
こ
と
な

ど
を
規
定
。

【
委
員
会
で
の
協
議
事
項
】

支
援
サ
ー
ビ
ス
、
差
別
や
虐
待
そ
の
他
障

が
い
者
の
暮
ら
し
づ
ら
さ
に
関
す
る
こ
と
。

【
地
域
づ
く
り
推
進
員
の
役
割
等
】

地
域
づ
く
り
委
員
会
の
運
営
、
虐
待
・
権

利
に
重
大
な
支
障
が
生
ず
る
事
案
の
調
査
、

指
導
、
勧
告
を
求
め
る
こ
と
等

▼
北
海
道
障
が
い
者
が
暮
ら
し
や
す

い
地
域
づ
く
り
推
進
本
部

障
が

い
者
の
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
の

企
画
、
調
整
及
び
推
進
に
関
す
る

こ
と
や
各
圏
域
の
地
域
づ
く
り
委

員
会
か
ら
審
議
を
求
め
ら
れ
た
事

項
を
審
議
す
る
こ
と
な
ど
を
規
定

▼
年
次
報
告

毎
年
度
、
道
議
会
に

施
策
の
推
進
状
況
を
報
告

▼
施
行
期
日

規
則
で
定
め
る
日
か

ら
施
行
（
前
掲
の
目
的
等
と
基
本

的
施
策
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
）
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駐車禁止除外指定車標章の交付対象の範囲拡大
道路交通法施行細則（北海道公安委員会規則）の一部改正により、平成２１年２月２７

日から身体に障害のある人への駐車禁止除外指定車標章の交付対象が次のように変わりました。
なお、この改正は、平成１９年９月の道公安委員会規則で交付対象外となった障害範
囲を見直すというものであり、これまで北身協が関係団体等とともに署名活動等を行
い道警本部等に改善を申し入れてきたものです。
◆ 主な改正点
１ 下肢が不自由な人の交付対象の範囲が拡大されました。
２ 「歩行困難により社会生活が制限されると認められる人」が交付対象となりました。

◆ 駐車禁止除外指定の対象となる障害の程度

◆「歩行困難により社会生活が制限される」と認められる人（新たな交付対象者）
次の障害のある人は、新たに交付対象となります。
なお、平成２２年９月１３日までの経過措置の人については、今後、更新することがで
きることとなりますので、更新を忘れないようにしてください。
○身体障害者
・平衡機能障害…………平衡機能の著しい障害（５級）
・下肢不自由……………一下肢の股関節又は膝関節の機能の著しい障害（５級）

一下肢の足関節の機能を全廃したもの（５級）
一下肢が健側に比べて５㎝以上又は健側の長さの１５分の１以上短いものなど（５級）

・体幹不自由……………体幹の機能の著しい障害（５級）
・乳幼児期以前の非進…不随意運動・失調等により歩行が家庭内での日常生活活動に制限されるもの（３級）
行性の脳病変による 不随意運動・失調等により社会での日常生活活動が著しく制限されるもの（４級）
移動機能障害 不随意運動・失調等により社会での日常生活活動に支障のあるもの（５級）

○戦傷病者
・下肢不自由……………足関節以上にて一下肢を失いたるもの

◆標章の申請や相談窓口、申請の要領、標章の使用できる場所、標章の正しい使い方など
道警本部のホームページに掲載されていますが、詳細は住所地を管轄する警察署交
通課に問合せてください。

平平
成成
二二
十十
一一
年年
度度
障障
害害
者者
社社
会会
参参
加加
総総
合合

推推
進進
事事
業業
（（
身身
体体
・・
知知
的的
障障
害害
者者
生生
活活
訓訓

練練
事事
業業
））
のの
実実
施施
団団
体体
決決
まま
るる

本
年
度
の
実
施
団
体
が
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、
本
年
度

は
、
希
望
者
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら

一
協
会
当
た
り
の
事
業
費
は
七
万
円

を
上
限
と
し
て
交
付
す
る
予
定
で
す
。

【
実
施
団
体
】

○
渡
島
支
庁
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
桧
山
支
庁
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
上
川
支
庁
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
宗
谷
支
庁
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
胆
振
支
庁
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
十
勝
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
�
小
樽
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
�
室
蘭
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
�
帯
広
室
蘭
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
芦
別
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
江
別
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
砂
川
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
深
川
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
登
別
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
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釧
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市
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�
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L
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北
広
島
市

本
多

司

つ
む
じ
か
ぜ

O
P
Q
R
S
T
U
	
 
V
W

＊
町
村
協
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
関
係
で

休
み
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

障 害 の 程 度
戦 傷 病 者

� 特別項症から第４項症
� 特別項症から第４項症

� 特別項症から第４項症

� 特別項症から第３項症
� 特別項症から第３項症
� 次の「歩行困難により社会生活
が制限される」と認められる人

� 特別項症から第４項症

－

� 特別項症から第３項症
� 特別項症から第３項症
� 特別項症から第３項症

� 特別項症から第３項症

� 特別項症から第３項症

－

－
－

－

障 害 者
� １級から４級の１
� ２級及び３級
� ３級
� 次の「歩行困難により社会生活
が制限される」と認められる人

� １級から２級の２
� １級から４級
� 次の「歩行困難により社会生活
が制限される」と認められる人

� １級から３級
� 次の「歩行困難により社会生活
が制限される」と認められる人

� 上肢機能は１級及び２級（一上
肢のみに運動機能障害がある場合
を除きます。）

� 移動機能は１級及び２級
� 次の「歩行困難により社会生活
が制限される」と認められる人

� １級及び３級
� １級及び３級
� １級及び３級

� １級及び３級

� １級及び３級

� １級から３級

� 重度（Ａ）
� １級

� 左の人も対象

区 分

１ 視覚障害がある人
２ 聴覚障害がある人

３ 平衡機能障害がある人

４ 上肢が不自由な人

５ 下肢が不自由な人

６ 体幹が不自由な人

７ 乳幼児期以前の非進行性の脳病
変による運動機能障害がある人

８ 心臓機能障害がある人
９ じん臓機能障害がある人
１０ 呼吸器機能障害がある人
１１ ぼうこう又は直腸に機能障害が
ある人

１２ 小腸に機能障害がある人
１３ ヒト免疫不全ウイルスによる免
疫機能障害がある人

１４ 知的障害がある人
１５ 精神障害がある人
１６ 小児慢性特定疾患手帳の交付を
受けている「色素性乾皮症」の人

（２）（第６６２号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２１年５月２５日）


